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Theaim ofthispaperistoprovideanew perspectiveontheMalayfamily

throughexaminlngthepatternofgrandparentalcoresidencewithgrandchildren.The

characteristicoftheMalayfamilyisobservedinitsnatureasafamilycircleor

networkcomprlSlngVariousdyadicrelationships. Thehouseholdusuallyconsists

ofapartofsuchafamilycirclecenteringonaconjugalcouple. Thisdoesnot

mean,however,thatthehousehold compositionisbasedontheidealofnuclear

family,asthenuclearfamilylSnotideologizedamongtheMalays. Rather,we

wouldargue,thesubstitutabilityofparentalrolesmakeseasythefrequentoccur-

renceofpro-parentalhousehold,especiallyofthosehouseholdscomprlSlngagrand-

motherandherunmarriedgrandchildren.Thegrandparent一grandchildrenrelationship,

furthermoreisstrengthenedbytheotherfactorssuchasademographiccondition

concerningwithmarrlageandbirth,thehighrateofdivorce,oremlgrantlabor.

は じ め に

一夫一婦とその未婚子女か らなる核家族諭は家族を扱 う社会学者 ･人類学者に安易に受け入

れ られている｡ それは ｢構造｣的にそのような形態の世帯構成を抽出することが大体の社会に

おいて比較的容易なために普遍的な分析概念として用いられ易いとい うことであろう(〕 しかし

この核家族に関する理論が,核家族が ｢規範｣として明瞭に存在 しているアメリカの中間階層

を基盤としていることを我 々は忘れてはならない｡ いたず らに核家族孤立化に代表されるよう

な核家族論をふ りまわすことは,対象がアメリカ社会ならばいざ知 らず,他の社会ではその社

会における家族の本質を見失 うことになる｡1'

*京都大学東南アジア研究センタ-
1) アメリカ社会においてさえ核家族を越えた血縁関係や3世代を通じての世代間の関係の重要性につい
ては再評価されている｡例えば, Litwak1965,Sussman& Burchinal1962a,1962b,Sussman1965

など.さらに Smith1970なども核家族概念に対して疑義を皇しているO また,イギリスにおける同様
の研究傾向は Firtheiql1969,Young& Willmott1957などに見られる｡ マレ-人の家族について

は,坪内1972および前田1974を参照されたい0
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我々は本論文において通常の家族論からはマージナルな問題と見られる点-- 祖父母と孫と

の関係- をとりあげることによ/)て マレ-人の家族U)本質を 明確にすることを 意図する｡

｢家族の本質｣というのは,家族の実態とい う意味ではない｡家族あるいは広 く親族制度がマ

レー人によ-)て実生清において概念操作される場合に, どのように概念化されているかという

ことである｡我々はマレ-人の家族概念が集団としての家族意識に基づいているのではなく,

家族関係の帖較であるということを祖父母 ･孫関係の実態を摘出することによ-,て示したい｡

データは主としてマレーシア, クランタン州のガロック村とマラカ州のブキッペゴー村にお

いて実施した調査の集計による｡2)祖父母 ･孫関係に関するデータは この調査のい))ば副産物

であ-,て,諸種の祖父母 ･孫の役割を検証するにたるだけ完全なもU)でないことはあらか じめ

お断 りしておきたい｡ マレ-人に関してはもとより,他の社会においても,祖父母 ･孫関係を

本論文のように取 り扱った論考は,我々の知引取りにおいては無く,甫按比較するデ-タも得

られなかった ｡3)

調査地のガロックはクランタン州パシルマス郡の郡役所所在地パシルマス (人口約11,000)

からクランタン川に沿って約15km離れ, クランタン川の河岸段丘上に川から400-800m離れて

道路に沿って約 1.5kmにわたって細長 く続いている｡ 調査時点 (1971年 6月)における人口は

680人,世帯数は146であった｡この地域は水田とゴム園の混在地域で,人々は小規模な天水田

から自家用の米を得ると同時に,零細なゴムのタッピングを通 じて現金収入を得ていた｡西海

岸の米どころ ケダー州の稲の収穫期における出かせぎはかつては村人の経済において重要な意

味をもっていたが, ケダー州で二期作化の進行にともない収穫期に変動が生じたことと,ガロ

ック近辺に水田の裏作としてタバコ耕作が導入されたことのために, 出稼ぎは従来の意味を失

い,現在ではタバコ耕作が重要な生業の一つとなっているo

もう一 つのマラカにおける調査村ブキッペゴ-は,マラカ市街から12kmほど海岸沿いの道を

南東にむかった地点にある｡ 主要道路から約 1km弱内陸に入ったやや高地になった地形上に集

村として存在 している｡ 調査時点 (1971年10月)において, 人口は438人, 世帯数は89を数え

る｡ 集落の周囲は水田であるが,純粋に稲作に依存する世帯はごく数えるほどしかなく,ゴム

栽培,ゴム･タッピング,賃銀労働に従事し,出稼ぎによる不在者も多い｡

両村は,マレ-半島の北東と南酉とに対称的 に位程L, -一方は リボン状街村,他村は塊村と

ことなる集落形態を示 Lている｡ クランタンは保守的で近代的開発が遅れ,マラカは都会的で

2) 京都大学寛南アジア研究センターとマラヤ大学との共同調査計画 ｢マラヤにおける稲作農村の総合調

査｣の一環として行なわれ,1970年9月より1971年9月まで坪内がクランタン州,1971年6月より1972
年6月まで前田がマラカ州で各 調々査を行なったo この総合調査の一般的な報苦は 口羽･坪内･前田
1975参照｡

3) アフリカの人類学で有名な冗談関係に関しては種々の文献がある｡祖父母･孫関係を正面から取り上
げたものに,Albrecht1954,Apple1956,Goody1969などが見られる｡祖父母･孫関係は,家族の連
続性という問題から見て極めて重要であるにもかかわらず,従来社会学者,人類学者は家族をあまりに
も分析的にモデル化し過ぎて見おとしていたと言える｡
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狭小な州の土地はほとんど開発されつくしている｡ 我々は,この両村をもって各々クランタン

州 ･マラカ州の代表的な農村とし, さらにはこの二つの村がマレ-シアの農村の典型であると

主張するのでは毛頭無い｡〕こUl)二つの村に顕現する諸特徴を吟味することによ-,て,マレ巾的

な本質に到達せんとするも什であるし了対象の特殊性は必ずしも普遍化を妨げないo

I Datukと nenek

マレー語の親族名称の基本語となる語は決して多くない(｡ 辞杏などを探せば世代に関して

は,自己を中 心 として上下6世代にわたる名称が得られるo Lかし都市農村を問わず現在の一

般マレ小人がそれらU)語を知っているとい{)ことは極めて稀であり, 日常に使用するのはせい

ぜい曽祖父母 (1110yang),凸孫 (cicit)までにすぎない｡我々の調査 した村では曽祖父母にあ

たる人も存在 してはいたが,moyangが虐接呼びかけに使用されることはなく,祖父 (datuk)

祖母 (nenek)呼称が用いられる｡4)Fu)世代に関してはより混乱が少ないが,それでも後述す

るような人口学的な条件から cucu(孫)と cicit(曽孫)との混乱はあり得る｡単純化 して言

えば,マレ-人の村落社会は親族名称によ-つて,(1)datuk/nenekの世代,(2)bapak/emakの世

代,(3)saudaraの世代,(4)未成年 (anak)の世代の4世代に分断さ:恒こいるように見える｡5'

父母の世代にあたる人々は,オジ･オバ呼称でもって呼ばれ,祖父母の世代にあたる人々は祖

父 ･祖母呼称でもって呼ばjt/る｡単に特定の個人から見た場合に限らず,コミュニティ全体と

して見た場合をも含むので上述のような世代区分が可能となる｡ コミュニティ全体 というの

は,各個人個人の系譜上の関係に関わりなく,子供があって親としてコミュニティで認められ

出すと,一般に非親族からもオジ･オバ呼称で呼ばれ,孫ができてそれ相応に年とった者は祖

父母呼称で一括されるということである. この際このような世代区分は,年齢階梯制度とは違

って,構造的に斉一一に行なわれるのではない｡父母の世代で言えば,ある一定の年齢に達すれ

ばすべての者がオジ･オ/ミ呼称で称されるという什亡､はない.社会的地位,経済力などの条件

が考慮されねばならない｡ もう- 世代上の祖父母名称になるとその適用ほより限定されてく

る｡ 広 くコミュニティ全体の人からtokあるいは nekと常時呼ばれるのは限られた人である｡

それ らの人々は大なり小なり周囲の著の指導的存在といえる｡6'

Datuk(あるいは Tok)という語は単に老齢者を指すぽかりでなく,人々を指導する地位に

ある者への表敬称号としても用いられるO 村のリーダ-は DatukPenghulu,DatukSidang

4) Kedahの Sikにおいては datukが祖父･祖母,曽祖父･曽祖母の四つのカテゴリーに用いられう
るという(Banks1974:49)0Kelantanの Perupokでは同様に to'が用いられる (Firth1974)0
5) 親族呼称とくにテクノニミ-と年齢階梯的世代区分とに関しては Geertz&Geertz1964および前田
1967｡
6) 親族呼称を非親族に対して用いる場合,オジ呼称の一つであるpakcikは広く使用される.それに対
して,tokは相対的年齢が非常にかけ離れていない場合には,むしろpakcikで代替される傾向が見ら
れる｡
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であり,宗教上の先達は DatukImam,TokGuruで ある｡7)さらに中央の行政制度と結びつ

けられて,古くはスルタン制下の役職名に付随した称号として用いられ,新しくほ政府の授与

する勲章とセットになって用いられる｡ たとえば,20才の青年が penghuluに選ばれれば,彼

はDatukと呼ばれ,orangtua-tua(長老)の一員として扱われる｡しかもこのDatukPenghulu

の支配下の村人は彼の anakbuah(原義はオイ･メイあるいは傍系の子供の世代親あるいは子

孫)と称される｡ 村人から見れば penghuluは単なる父母の世代の ｢親方｣ではなく,強力な

父即ち祖父に相当すると言える｡

Datukが リーダーシップと密接に結びついていることに対する解釈は種々成立することと思

われるが,その中でも重要なのは,datukに対するイメージが老齢化して役に立たないオジイ

サソというのではなくて,未だ活動力が旺盛で経験を蓄積した父の父すなわち強力な父のイメ

ージであると我々は考える｡

いままで,datukを祖父としてきたが,tokを祖母に用いることも広くおこなわれる｡ また

ケダー (AlorSetar周辺)におけるように祖母を tokwanとすることもある｡ マラカでは祖

母は nenekである｡ これもヌグリスソピラン州などでは曽祖父母の世代親名称として用いら

れることもある｡ クランタンでは,フォーマルには datuk/nenekが使用されるが,日常的な

呼称には cek/makという語が祖父/祖母に対 して用いられる｡興味あるのは,makというの

は母の示称であるが,比較的年とった (40才を越えたくらいの)母親の呼称として用いられる

という事実である｡ 母の呼称は mekである｡ 父名称は ayahまたは abahで,祖父との混用

は見られない｡本稿ではこれらの地域的 ･状況的差異を整理して呈示することはしないが,父

母の世代より上の尊属親は orang-orangtua(oldmen)として扱われ, 日本語で言う先祖に

近いマレ-語は祖父母世代親より上の親族名称 (例えば nenekmoyang)によってあらわされ

ることを指摘するにとどめておきたい｡

祖父母名称の地域的 (あるいは同一地域においても)多様性と,祖父母名称が一方ではリ-

ダ-シップと結びつき,他方では先祖を指す語として用いられることなどから,我々は上にの

べた4世代の世代区分を訂正して,むしろ父母の世代, きょうだいの世代,子供の世代の三つ

に世代区分されているとしたい｡ これは親一子一孫という系統観念が制度化されていないこと

にも関係する｡ 血のつながりによる連続性が欠如しているというのではない｡出自という語は

keturunanによって表現され得るかもしれない｡しかし,この語の基本となっているturunと

いう語が ｢下がる,下におりる｣という意味であることからもわかるように,ある尊属親の子

孫を包含するものであって,一系統をたどる種類のものではない｡卑属親から見れば彼は多数

7) もちろん,親しい者の問では適当な父母名称が用いられることもあるが,正式には datukすこしく
だけて tokが用いられる｡同一の語が用いられるからと言って,その使用の際の心理的状態,動機な
どが同じであると主張するわけではない｡親族名称とは何か,いわゆる親族名称が非親族に対しても使
用されるのをどのように解釈するか,親族名称と社会の仕組みとの関係如何などについては今後の研究
に待ちたい｡
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の尊属親の keturunanの輪較点に位置する｡ 血統に基づいた世代観念が必ずしも重要事では

ないということになる｡ Aの ｢子｣であるということも,Aの親であるBの ｢孫｣であるとい

うことも,相続という物質的な面を除いては,大した差異が観念的に存在 しているわけではな

いoA-Bとしても何ら不都合は生じてこない｡相続はこの tekeisonymyにかかわりなく実

際の系譜上の関係によって処理される｡ そして上述のガロック村における年とった母親に対し

て祖母に対すると同じmakが用いられる慣行は,祖母一孫,母一子関係の等価性を暗示して

いるようで興味深い｡また Kedahの Sikにおける祖父母と曽祖父母との名称上の一致 (注4

参照)も同様である｡

祖父母の実名は往々にして孫によって記憶されていないことがある｡ これはマレ-式の名前

のつけ方にも関係することで,父母のフル ･ネームを知っていれば父方 ･母方の祖父に関して

はその名前が自然に記憶されるわけであるが,祖母の名前は正確に記憶されないことが多い｡

孫の知っている祖父母は実際に生活上密接に交渉のある者に限定される傾向があるのほ言うま

でもない｡次にそのような接触の可能性を人口学的に見てみたい｡

甘 祖父母 ･孫関係成立にかんする人口学的考秦

表1 初 婚 年 齢
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して早婚である｡ クランタンお

よびマラカにおける調査村 (以

下クランタン,マラカと略称す

る)の結婚経験者について初婚

年齢を示すと表 1のごとくとな

る｡ 平均初婚年齢はクランタン

では男子21.5才,女子16.4才,

マラカでは男子25.2才, 女 子

18.6才である｡ 都市の影響をよ

り強くうけているマラカにおけ

る初婚年齢は,クランタンにお

けるよりもやや高くなり,夫婦

の年齢差も大きい｡クランタン

においてもマラカにおいても,

女子の受胎可能年齢の範囲内に

おいて出産は無制限に行なわれ

ている｡ 望ましい子の数は4-
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5人くらいであるという者が多いが,間引きや堕胎を含む伝統的な人口制限の方法は全くとい

ってよいほど実行されていなかった｡従来かなり高かった乳児死亡率が結果的に子の数をある

程度減少させ,また,とくにクランタンにおいては, きわめて高い離婚傾向がある柳 窪妊学力

に制限を加えていたO 政府は主として スペ--シンダに主眼を来八､た家族計画を指導している

浴,調査時点においては農村部においてはその効果はほとんど認められない｡結婚経験女子に

ついて出生児数と死亡児数を年齢階級別に示すと表2のごとくとなる｡

上述の条件の下においては,祖父母 ･孫関係は,祖父母が比較的若く,自分白身の子を生み

おわらないうちから発生しはじめると同時に,祖父母の死亡後出生したために彼らの顕も知ら

ぬ孫も存在することが期待される｡ ここにやや誇張された一つのモデルを示してみよう｡夫妻

の初婚年齢をそれぞれ21.0才,16.0才,初子誕生は結婚後2年,末子誕生は妻の妊学 力がほほ

消失する45才とする｡このバク-ソが二世代にわたって継続され, しかも第1子は女,末子は

男であるとすると,祖父母 ･孫の年齢差は次ページの図に示すようになる｡ すなわち,初孫は

自分自身の末子に先立つこと9年,夫 (祖父)41才,秦 (祖母)36才で誕生する｡ 他方末子の

結婚は夫71才,妻66才のときに行なわれるから, この時点において夫妻はしばしば既に死亡し

ている｡初孫誕生以後孫は連続的に出生し,初孫 (第1子の第1子)出生から最後の孫 (末子

の末子)出生までの期間は59年間に及ぶ｡

表2 母の年齢階級別にみた平均出生児数と乳児死亡率
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2

5

6

3

4

4

0

34.5

75.6

120.0

240.0

264.7

138.8
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クランタンとマラカの調査村における20才未満の未婚子女について,生存する祖父母の有無

を調べると表 3のようになる. 生存者の割令がMM二>FMニーMF二ンFFとなっていることは主

鼠 子孫の出生モデル

ノー･川 -JT:i'川 F,,T･･lF一両

I .1';,! rJJ･･刷 ､ い 両
,ト l/4､4jtEl }｣'

-

下

1-
日〓
J
..ノ
ー

/

＼

り1人日代

r-
1_
リ山′-

///′/ ///

′

/./

/ / ///

..
TIrヽp･･,

ー
fJ,り小‥机

bU 70 日日

J - ノ 仰 の 経 過
.r-)()
隼

祖 父 母

FF

FM

MFMM

4 着 の
いずれか

表3 20才未満未婚子女の祖父母の有無

122
(33.3)

162
(44.3)

148
(40.4)

203
(55.5)

317
(86.6)

45
(17.0)

129
(48.9)

63
(23.9)

150
(56.8)

223
(84.5)

(5去?03) j(7gPS)

(39.1) (43.9)

193 198
(52.7) F(75.0)

｡詔 ) 局 .1写)

36
(9.8)

38
(14.4)

25
(6.8)

24
(6.6)

13
(3.6)
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3
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4

(1.5)

3

(1.1)

do6.6)F (iBo4)

366 : 264

(100) (100)
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として二世代にわたる夫妻の年齢差, および男女の平均寿命の差か ら説明され る｡8) クランタ

ンにおける祖父母の生存率は不明の分を考慮に入れれば初婚年齢の差を反映 してマラカよりも

やや高 くなるのではないか と思われる｡ 父方および母方の祖父母の うち少な くとも1人が生存

しているケースはクラソタン･マラカとも85%前後であるが,孫の年齢を5才階級別にきざん

で観察すると表 4のように年齢を追ってその割合が低下 してい くことが明らか となる｡ 視点を

表4 5才階級別にみた20才未満未婚子女の祖父母の有無

年 齢

1人以上の
祖父母あり

1人 も

92
(87.6)

64
(91.4)

(83畑 (79讐)

(75ヲ80) ⊇(78ヲ51)

(84.5) 1(9.8)

かえて祖母の立場から孫を有す

る者の割合を年齢階級別に示す

と表5のようになる｡50才以上

になると8割以上が孫をもつこ

とになる｡

この小論においてわれわれが

当面する問題は,上述の割合で

生ずる祖父母 ･孫関係のいかな

pJt

1
0
1

lⅦ一u

3
(2.9)

､ン

=
.｡
､
.

(6.26) ≡(1.壬)

(3.163) i(1.2)

表5 10才階級別結婚経験女子の孫の有無

クラン′タソ

訂 盲 ~｢表音も~T M妄

30-39∃

40.-49

50-59

60.-69

3535

24

166

23

20

15

70- 1 4 i 4

マ ラ カ

:i忠 と'( 持l;,f) Oo'

17.I1 21 L 3

83.3… 15

14.3

66.7

80.0

85.7

90.0

る部分が,夫婦単位の独立居住を原則 とするように見えるマ レ-家族において, い か に して同

居という密な関係を構成するかとい うことである｡

Ⅲ 祖父母 ･孫の同居

マレ-人の間における婚後の居住は夫方を選んでも裏方を選んでもよい｡ クランタンでは居

住地の決定は夫方妻方の農地の所有状況に大きく影響されてお り,夫方の経済力が強ければ夫

8) 1966年における西マレーシアのマレ-人の0才平均余命は男子61.3才,女子62.5才である.なお,

FFは父方祖父,FMは父方祖母,MFは母方祖父,MMは母方祖母を表わす｡
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表6 クランタンにおける婚後の居住と夫妻の土地所有状態*

i,iZg_

婚後
の居住

志賀誓引

夫 方 居 住

独 立 居 住

秦 住居万

夫 >妻

40 (70.1%)

夫 - 秦

6 (27.3%)

10 (45.4%)

6 (27.3%)

婁 >夫 … 計

6 (18.2%)

6 (18.2%)

21 (63.6%)

52 (46.4%)

28 (25.0%)

32 (28.6%)

･t _ 57 (10｡Oo') 22 (100･Oo') :i3 (100JOo') 112 (100･Oo')

*ガロック村における生存する夫婦に関するデ-メ

方に,薬方の経済力が強ければ妻方に居住する傾向が強い (表6)｡ マラカでは農業以外の職

業に依存する傾向が強いので婚後の居住は土地所有と直接相関しない｡近親婚の場合により多

く妻方居住がとられる傾向が見られる｡ 即ち第1イ トコ婚の85%,第2イ トコ婚の80%,その

他の親族婚の53.3%,非親族婿の62%にあたるケースが裏方居住である｡

新婚夫婦はしばらく親の家に同居するが,やがて独立して一軒の家を構える｡ 成熟した二組

の夫婦は同じ世帯を構成しないのが原則である｡ 老齢の夫婦のうちいずれか,あるいは子の夫

婦のうちいずれかが欠けた場合には成人した親と子は再び同居にもどる可能性を有している｡

このような原則のために,人口学的には祖父母 ･孫関係の成立機会が多いにもかかわらず,彼

らの間に同居の関係が成立するのは一時的あるいは偶発的な現象としてであるといえる｡ それ

にもかかわらずわれわれの調査村では祖父母 ･孫同居は無視できない様相を示している｡

20才未満の未婚の子女についてFF,FM,MF,MMのそれぞれとの同居の状況を示すと表

7のようになる｡ クラソタンにおいてほ,祖父母を有するもののうち,いずれかと同居してい

表7 祖父母との同居 (20才未満未婚子女)

附′/:rlをもつ1,の 甘LrJ:I,r･尺とI.州1.･

MM

4着 の
いずれか

122
(100)

162
(100)

148
(100)

203
(100)

r 317
【 (100)

ランタンEマ ラ カ

7 】 1
(5.7) 】(2.2)

(13ヲ62) i(3.95)

lq一u
6チ…) 】(3.≡)

(壬町 い llTS)

25
(12.3)

≡ (…2.3., F. (9ヲ岩)
デ l;:I:LI 三

親なしで祖父母と同居

ク:)ンJ.･ン て ･:J,

5
(4.1)
5

(3.1)

8
(5.4)

27
(8.5)

祖父母と同居の合計

クラン3,/ -:-):.･,
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るものは23.3% (74人)を占める｡ このうち14.8% (47人)に相当する分は親がその片親また

は両親と同居しているために祖父母のいずれかとの同属が実現しているものである｡ 祖母との

同居が祖父との同居よりもおこり易いことが分かる｡ FMとの同居がMMとの同展よりもわず

かながら高い比率を示すのは,前述の婚後居住地の選定に際 して夫方が選ばれることが多いこ

とに関連している｡ しかし母方祖父母と同居する割合は借住地選択のデ-タから予測されるよ

りもずっと多い｡ これは,クランタン地方に多い離婚の際, ｢娘とその手｣のセットが娘の親

にひきとられるために生じた現象である｡ 他方,8.5% (27人)に相当する分は孫にとって孫

の親を欠く形での祖父母との同盾 (以下隔世代同属とよぶ)が行なわれている｡

マラカにおいては祖父母と同店している孫の割令は20.6% (46人)とクランタンよりはやや

少ないが,隔世代同居についてはクランタンより多い｡三世代同属がクランタンの㌢3'の割合で

しかあらわれないのと対照的である｡ マラカでは,祖父単独で孫と共住している事例はない｡

祖父母両者と同属しているのは,父方で2人,母方で12人であるが,その内の10ケ-スは,村

方祖父母との隔世代同居にあらわれる｡ これは, クランタンでの剛 号が離婚娘とその子の引き

取りの形をとるのに対し, マラカでは出稼ぎ, 離村による孫あずかりの形を とるからであろ

う｡

本論文においてわれわれが注目したいのは,このような隔世代同属である｡ 親を含む祖父母

との同居の場合と異なり, この場合には母方の祖父母に対する関係がより密接なことが明瞭で

ある｡ とくに母方の祖母と

の同居が最も多く出現して

いることに注目したい｡

隔世代同居において誰の

子がどのようなきっかけで

ひきとられているかを調べ

ると表8のようになる｡ 娘

の子が祖父母にひきとられ

る傾向が高いことがこれか

らも明らかである｡ クラン

タンにおいては,同表から

判断する限 り孫のひきとり

に際して,男女いずれかの

性が好まれるという傾向は

存在しないようである｡ マ

ラカにおいても,クランク

412

表8 引き取られた孫のカテゴリー

クラン′タン

r;i l/: トト

~-- / _ ∴ -_ テ

息 子 の 子

夫の娘の子

養 女 の 子

計

娘夫婦離村

婿出稼ぎ娘在村

そ の 他

息 子 死 亡

息 子 離 婚

息子夫婦離村

息子出稼ぎ嫁在村

そ の 他

0
"

l

1

6

"
1

娘 死 亡 ･1

蔓蒜 L l l

71

3

1

7

3

3

1

3
2

2

1

2

1

1

1
3
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ソと同様圧倒的に娘の子が多いことは,引き取り例が祖父母ではなく祖母であるということと

相まって,母一娘関係の結びつきの強さを示している｡ この場合は祖母一母の線が強いので,

引き取られる孫の性別には相関がない｡ しかし,息子の子の場合は息子の娘が引き取られるこ

とに注目したい.いずれにしても母系とか父系とかという性による系統の区別はないが,母一

娘あるいは代親としての祖母-孫娘関係が強いことが知られる｡

クランタンでは親の死亡あるいは離婚が孫ひき取 りのきっかけの約半分を,父母のそろった

正常な構成をもつ子の家族から孫が引き取られる場合が残りの半分を占める｡ マラカにおいて

ほ,一般的には,父母のそろった正常な構成をもつ子の家族から孫が引き取られ,親の死亡あ

るいは離婚を契機とする引き取 りは 4例 (14.8%)を数えるにすぎない｡マラカでの孫引き取

りが,生活の危機を解決するタイプよりほ, より当事者間の自由意志による結合であることが

うかがわれる｡

孫を有する祖母をとりあげて隔世代同居が成立している割合を,祖母の年齢階級別に示すと

表9のようになる｡ 全体としてみると, クランタンでは30.9%,マラカでは34.6%の祖母が孫

表9 祖母の年齢階級別にみた孫引き取りの様態

祖 母 の
年 齢

30.-39

40- 49

50- 59

60･･-69

孫 の あ る者

クラソタ二/ マ ラ カ

孫を引き取ってい る老 (%)

タラ,ンJL'ン 一丁 :タ カ

3 1 0

16 i 8(34.8)

20 ; 12

70- 1 4

二
訂

7(35.0)

6(40.0)

0

0

4(25.0)

6(50.0)

7(58.3)

1(ll.1)

68 52 ;21(30.9)!18(34.6)

引き取り孫 の平均年齢

2-]ソメン マ :) .)

8.8

14.9

ll.2

をひきとって生活している｡ 複数のうちから1-2名が選ばれる孫の立場と,複数のうちから

1-2名を選ぶ祖母の立場との相違が,孫一般における祖母との同居よりも,祖母一般におけ

る孫との同居の密度を高くしているのは当然である｡ 年齢階級別にみた場合,30代の若齢の祖

母,および70才以上の老齢の祖母においてほ,マラカにおける1例を除けば,孫ひきとりが皆

無である｡ 孫のひきとりが子の大部分を生みおえ,かつ子供の面倒をみる能力のある年齢にお

いて生じていることが分かる｡ マラカの例外的1例は引き取られた孫が27才と28才との未婚女

子で,祖母は80才を越える年齢の上難聴であるので,孫ひきとりというよりは祖母の世話を孫

が見ていると言える｡

他方,祖父母のいずれか一一人以上を有する未婚子女について祖父母との同居状況を示すと表

10のようになる｡ 0-4才の子においてほ親を含む形での祖父母との同居がかなり多いが,親

を欠く形での祖父母との同居が非常に少ない｡ これは若い夫婦が独立まで一時的に親の家に同
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表10 5才階級別にみた20才未満未婚子女の祖父母との同居状況

∴ ~ ∴ - -__- ●-_= - ∴ ∴ :

94
( 1 0 0 )

Eid
2
0
9
01lⅦ一u

9～5

10.-14 81

(100)

-: 二;･ :｢

計

317
(100)

40

( 100)
25
(26.6)

19
(20.7)

21
(25.9)

9
(18.0)

11
(27.5)

10
(15.6)

19
(27.9)

GiZ1

6
811/t＼

＼ーノ

6
6
4

.
02′t＼

Eid
4
3
7

1
32(

盾することと,母親の役割を最大限に要求する乳幼児期においては祖父母はその役割を代替し

にくいということに関係している｡)かくして,親を除外した祖(父)母一孫の同屈1調係が発現す

るのは孫がある程度手がかからなくなってからである｡

隔世代同居関係が成立するのは,孫にとっても祖父飾 二とっても一時期に限定される傾向が

ある｡ たとえば離婚した娘の子が幼なければ母親の再婚に際して,祖父母にひきとられるより

は母親に従 う可能性が高い｡ある程度大きくなっている場合に祖父母の許に残される可能性が

増大するのである｡ 正常な構成をもつ子の夫婦から孫がひきとられるのは,複数の子が生まれ

たときの長子であることが多い｡ また若夫婦が奥地の新開地たとえばクランタン川上流のゴム

園地域に居住する場合,主として通学を考慮して孫がひきとられることがある｡ あるいは出稼

ぎのため離村している夫婦が,宗教的な教育を慮って村に在住する祖父母にあずけることもあ

る｡ このような場合,孫は再び親の許にもどっていくこともあり得る｡ 親との死別は祖父母 ･

孫それぞれの年齢にかかわりなく後者の前者-の依存を余儀なくさせる場合もあるが,このよ

うな場合に必ず孫の祖父母への依存が生ずるという訳ではない｡祖父母以外の親族による代親

も可能であるし, また,もう一つの代親のメカニズムすなわち養父母-養子関係が機能しうる

からである｡ 祖父母と孫が親の同居を欠く形で共住する場合,祖父母は養育の機能を親に代行

する｡ 孫はときには孫 (cucu)としてよりも養ない子 (anakangkat,anakpiara,anaktut)

として言及されることがある｡ 祖父母はひきとった孫を世話するが将来孫に世話されようとい

う期待は必ずしももたないし,世話になった祖父母の老後の世話は孫の義務とはされない｡こ

のような考え方は親一子の間においても存在 している｡同居している時期において,孫は幼少

労働力としてある程度役に立つし, また祖(父)母が単身生活の場合にはその孤独をなぐさめる

役割を果たすから,祖父母一孫の共住はある程度互恵的になり得る場合もある｡

それでは孫を引きとらないで単身で生活している老婦のケ-スについて,そのような例が多
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いてラカを見てみよう｡老寡婦単身盾住者の平均年齢は69.9才で9ケ-ス見られる｡ 1人は実

子がなく後妻となった夫 (死亡)の子供とは仲が悪く, 1人暮らしを強いられている｡ 他の3

人は成人した子供は孫と共に遠方に屠住している｡ いずれもブキッペゴ-の生まれではないが

好んでブキッペゴ-に住んでいる. 残 りの5ケースは,いヂ九も成人独立した子供が同一屋敷

に隣接して住んでいて生清上の不自由は無い｡その内2ケースは長子夫婦と,残 りの3ケ-ス

は末子夫婦と隣合わせて住んでいて, 同一屋敷地内に住む孫の数の平均は3.6人,村内に住む

孫の総数の平均は13人である｡ 娘夫婦が2例,息子夫婦が3例であるから,これら老婦が子供

夫婦と同店しないのは必ず しも子供の性別によるものではない ｡ --･般に気がねせず自由に過ご

せるから別屠するのだとい う ｡ ある意味では,これ ら単身盾住の老寡婦達の家屋は,同一屋敷

地内の隠居小屋の様相を呈 していると言える｡ 孫と同展しない消極的な理由は,周囲に助けと

なる人手が沢山あることが考えられるが,正確なことはわからない｡すべての祖母が孫から好

かれるというものでもない ｡ 引き取りの最も重要な要素は引き取られる孫と引き取る祖母の選

択であって,両者の間の関係が制度化されているのではないことを これらの事例は示してい

る｡

マラカとクランタンとでは,祖父母 ･孫同居に微妙な差異が見られる｡ クランタンでは,蘇

が祖父母とくっついたり離れた りすることが多く,両者は決まった結びつきを示さない｡一時

的養育型が多いと言える｡ これに対してラカでは,そのような型を含みながら,一方では祖父

母が完全な代親となる養子型と,他方では老齢の祖(父)母の世話を孫が見る養老型とに分極し

ているように見える｡ クランタンでは,早婚早生により,初子と末子との差が大きいこと,離

婚が頻繁に生じていることなどが影響しているであろうし,マラカでは近親婚の多発,出稼ぎ

慣行などが上述の傾向を支えているものと思われる｡

これらの差異を越えて, マレー人家族において祖父母による代親が同属引き取りという形を

とって発生 し易いという状況を我々は示し得たものと思う｡ 次に補足的に相続の問題を取り上

げてみよう｡

Ⅳ 相 続

マレ-人の間ではイスラ-ム法による男子優遇的な財の相続法が採用されることもあるが,

男女均分的な慣習法もまた保存されており,相続はこれらのいずれかによって行なわれる｡イ

ンフォ-マントの親の死亡年,財産の相続した時期などが一般にあいまいであり,かつ相続ま

での使用権と実際の所有権との区別′うミあいまいなため隔世代間の相続 ･譲渡を厳密に把握する

ことはできないが,法的にはイスラ-ム法をとってみても慣習法をとってみても孫は祖父母の

財産に対する直接の権利をもたない｡孫が祖父母に育てられた場合祖父母から恩恵的に生前に

財産を分与されることはあり得るO このような分与はガロックにおいて3例,ブキッペゴーに
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おいて2例存在する｡ ガロックにおけるその1ほ現在47才の男子で 母親は気が狂って離婚さ

れ,父親の再婚にともなってFFにひきとられて生活したが,水田とそれに続く宅地計%エー

カ-を分与されている｡ その2は,44才の女子で母親が離婚し,再婚した後MMと一緒に生活

し,水田2エーカーを与えられている｡ その3ほ,現在34才の男子で母親の離婚後,MMにひ

きとられて生活し,20才を越えた頃にゴム園と宅地計1エーカーを分与されている｡ ブキッペ

ゴーの1例はFF (1961年死亡)が死ぬ前に (1959年)いろいろ世話になったというので,3

人のブキッペゴ-村に住む子供をさしおいて,屋敷地のy6を死んだ娘 (1940年死亡,夫は1964

年死亡)の子に譲渡し登記した例である｡ 他の1例はMMからの譲渡であるが詳細は不明であ

る｡ 以上のような財産分与はむしろ例外的というべきであって,隔世代共住にともなうル-ル

ではない｡祖父母から当然の権利として土地財産を相続できるのは,祖父母の直接の子がすべ

て死亡した場合であるが, このような例はガロックで3例ある｡ その1は,42才の男子で1人

子であった父の死亡にともない弟妹 (各1人) とともにMMに育てられたがFMから弟妹とと

もに相続をうげ,自分自身は2エーカーのゴム園を得ている｡ その2ほ,30才の女子で1人子

であった母の死亡にともない妹とともにMMととも生活し, この祖母から水田%エーカ-,ゴ

ム図1エーカ-,果樹園%--カー,屋敷地y4'--カ-を相続した｡妹もほぼ等価の相続をう

けている｡ その3ほ,29才の女子で父死亡,母再婚にともないFMにひきとられ,この祖母か

ら水田4%エーカーを相続している｡

ガロック村では,かくして,生前の分与,および死後の相続を加えた場合,祖父母から得ら

れた水田は相続分与の結果得られた水田総計80.5ェーカーの9.6% (7%エーカー), ゴム園は

総計71.9エーカーのうち5.6% (4-←カ-)となっている｡ ブキッペゴーでは祖父母から孫

-の直接の授与は極めて少ない｡家屋については,老後の生活費のために大きい家を売って小

さな家に住んだり,子供夫婦に譲って孫と小さい家に住む傾向が強い｡ これらの小家屋は長期

に耐えられるものではなく一時しのぎ的な簡単なものであるので,そのまま孫が住むことはほ

とんどない｡屋敷地に関しては,datukから相続したと報哲する例は散見するが,これは直接

与えられたものではなく,父母が相続権のある部分を子供に譲ったのであり,祖父母-孫の直

接の授受ではない｡彩F作地の孫-の直接の譲渡は,事例を見つけることが出来なかった｡

祖父母が孫に土地を小作させている例は, ブキッペゴ-においては見られないれ ガロック

においてほ, 貸し手としての祖父母からみた場合水田 4ケース (村外の孫-の小作を含む),

借 り手としての孫からみた場合水田2ケ-ス, ゴム図2ケース (村外の祖父母からの小作を含

む)である｡ 祖父母から孫-の小作は,親子間, きょうだい間,おじおば ･おいめい問の小作

よりも頻度が低い｡

上述のように,成人した孫と祖父母との関係は財をめぐる限 り比較的稀薄かつ偶発的であっ

て,祖父母 ･孫関係の重要性は,主として孫が乳児期を過ぎてから一人前になるまでの期間に
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おいて,祖父母からの保護 ･養育とい う代親的な機能を中心として認められるのである｡居住

に関係なく相続が決定されるが故に,老人は自由に孫を引き取 り養取しうるし,また相続権老

(waris)の反対をも受けず,ここに隔世代同居を容易にしている要因もある｡

それでは, 相続問題は離れて,成人した孫一般との関係は どうかという事例を調べてみる

と,次のようなことが言える｡(1)幼少から実の子供のように育てられた孫は概して両親より強

い結びつきを示し,孫も祖母に対しての扶養義務を両親に対してより強く感 じる｡(2)しかし孫

は祖父母を見なければならないという意識はないし,逆に祖父母が孫に対して責任を持つなど

ということもない｡(3)援助交換などに関しては,屠住の近接ということが重要であり,かつ隼

寄 りは好きな子供,孫と同展あるいはその近くに住む｡(4)子供夫婦と同属している老人に対 し

てほ孫からの援助はない｡

お わ り に

マレー人の家族はネットワ-クである｡いいかえれば家族は家族圏であって,集団としての

家族があるのではない｡同属集団としての世帯はこの家族圏の中からぬきとられた若干の人員

によって成立している｡ 世帯構成原理としては,そこに最小化傾向が見出される｡ すなわち,

一組の夫婦関係とそれから派生する親子関係とを基本的な要素として,それらの複合をできる

だけさけようとする傾向が存在する｡ とはいえ, ｢夫婦と夫婦の間のすべての未婚の子｣の排

他的な結合という核家族的なイデオロギーはまだ発生していない｡隔世代世帯が祖父母を代親

として成立するのはこのような背景においてである｡

しかしながら,我々は世帯最小化傾向や家族圏的家族概念があるが故に,隔世代世帯が必然

的に生じると結論するのではない｡なぜ代親に祖父母を選択するのかという問題はこれだけか

らは解答を見出すことができない｡われわれは家族の問題を簡単に家族関係の領域で片づけよ

うとする態度には強い不満をもつ ｡ 隔世代世帯は,老人の利害関心,親の利害関心,引き取ら

れる子供の利害関心が,早婚,多産,世帯最小化傾向,均分相続,系統観念の欠如,老年者扶

養のメカニズムの欠如などというマレ-的制度 ･慣行の枠組の中でうまく一致したときに願現

するものである｡ このように複雑な契機をもつ隔世代世帯の現象を見ることによ-)て,マレー

人が親子関係をどのように考えているかに アプローチしようとしたのが本稿である｡このささ

やかな試みによ一)て, (1)容易なる親代替の傾向, (2)親子間の非互恵的関係,(3)母子結合の強

さ,(4)祖母 ･母の役割等価,の特質がマレー人家族にみられることが明らかとなった｡

マレ-人の家族の理解のためには,本稿で扱-)た隔世代世帯に耕ナる祖父母の代親的機能と

並んで,より一般的な関係から代親関係が形成される養子の問題をも検討する必要がある｡祖

父母の孫引き取 りは,養取のメカニズムの特殊化された一側面かもしれないL,あるいは両者

は共通の根をもつ並行的な現象であるかもしれない｡我々は次の機会に同様の手法をも-〕てて
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レ一人の養子について検討 したい と考えてい る｡ マ レ-人の親子関係に関す る最終的な結論は

その際に譲 りたいと思 う｡
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